
京
都
の
五
元
老

大
沢
商
会
の
祖
で
あ
る
と
と
も
に
電
気
事
業
界
の

先
覚
者
で
あ
る
大
沢
善
助
は
、
一
九
二
九
(
昭
和
四
)

年
に
出
さ
れ
た
回
顧
録
『
回
顧
七
十
五
年
』
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
二
十
三
四
歳
の
頃
、
神
様
が
私
を
選
び
出

し
給
ふ
て
信
者
と
な
し
、
神
様
の
御
栄
を
あ
ら
は

す
道
具
に
お
使
ひ
下
さ
っ
た
も
の
と
佶
ず
る
0
 
そ

れ
は
京
都
の
ク
リ
ス
チ
十
ソ
の
内
で
も
一
人
の
成

功
者
を
造
っ
て
、
神
様
の
御
栄
を
あ
ら
は
さ
せ
給

ふ
事
は
、
伝
道
上
に
も
必
要
で
あ
っ
九
の
で
あ

る
そ
れ
故
神
様
は
私
を
選
ん
で
其
の
道
具
に
な

さ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
京
都
の
実
業
界
に
於

て
、
元
老
と
称
せ
ら
れ
、
其
の
手
腕
に
於
て
も
、

財
産
に
於
て
も
相
当
の
信
用
を
受
け
又
尊
敬
を
も

払
は
れ
た
と
云
ふ
事
も
皆
、
神
様
の
な
さ
る
事
で

あ
っ
て
、
私
に
は
何
の
手
腕
も
何
の
能
力
も
な

く
、

只
神
様
の
御
心
の
儘
に
船
使
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
私
は
只
、
神
様
の
命
じ
給
ふ
儘
に
忠
実
に

働
く
の
が
仕
事
で
あ
っ
九
。
然
し
段
々
と
地
位
が

上
る
に
連
れ
、
高
慢
に
な
ら
ぬ
為
め
時
に
重
荷
を

負
は
さ
せ
ら
れ
た
。
即
ち
二
度
ま
で
も
監
獄
に
入

つ
た
り
、
三
度
も
大
病
に
櫂
っ
た
り
し
た
事
は
神

様
が
私
に
船
与
へ
に
な
っ
た
試
練
に
外
な
ら
な
い

と
思
ふ
。

大
沢
は
新
島
襄
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
敬
虔
な
ク
リ

ス
チ
十
ソ
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
大
沢
は
、
京
都

の
政
財
界
に
大
き
な
影
郷
力
を
持
っ
た
元
老
と
言
わ

れ
た
人
々
の
一
人
で
あ
っ
た
。
明
治
中
期
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
、
京
都
の
元
老
と
言
わ
れ
た
人
々
は
、

大
沢
に
ょ
れ
ぱ
、
田
中
源
太
郎
と
内
貴
甚
三
郎
と
浜

岡
光
哲
そ
れ
に
大
沢
の
四
人
で
あ
り
、
『
田
中
源
太

郎
翁
伝
』
の
薯
考
に
ょ
れ
ぱ
、
こ
の
四
人
と
雨
森
菊

太
郎
を
加
え
た
五
人
で
あ
る
。
こ
の
五
人
の
人
々

は
、
後
述
す
る
ご
と
く
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
を
も

つ
て
活
動
す
る
が
、
大
沢
の
場
貪
こ
の
五
人
の
中

で
は
、
立
志
伝
的
側
面
の
強
さ
と
キ
リ
ス
ト
教
に
基

づ
く
宗
教
上
の
信
仰
の
強
さ
に
船
い
て
際
立
っ
九
特

徴
を
見
せ
て
い
る
。

し
か
し
大
沢
善
助
の
生
き
て
き
た
道
、
そ
の
活
動

の
全
容
は
い
く
ら
素
描
と
は
言
え
限
ら
れ
た
紙
数
の

中
で
は
書
き
き
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
前
半
生
を
中
D

に
、
そ
し
て
新
島
、
キ
リ
ス
ト
教
同
志
社
と
の
関

係
を
中
心
に
素
描
す
る
こ
と
に
な
る
。

同志社人物誌(63)

大沢善助

局久弔貫之介
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変
転
す
る
職
業

大
沢
は
、
一
八
五
四
(
{
女
政
兀
)
年
一
月
九
日
、

上
京
区
富
小
路
通
丸
太
町
下
ル
桝
屋
町
(
現
在
の
京

都
裁
判
所
の
と
こ
ろ
)
に
、
大
垣
屋
音
松
の
次
男
と

し
て
生
れ
九
。
幼
名
松
之
助
。
母
は
梅
と
し
し
大
沢

五
歳
の
時
に
死
去
す
る
父
の
音
松
は
、
人
足
請
負

業
で
侠
客
と
し
て
知
ら
れ
た
大
垣
屋
清
八
の
酉
下
で

あ
っ
九
0
 
大
垣
屋
は
、
会
津
藩
、
高
田
藩
、
彦
根
藩

な
ど
の
御
用
達
を
勤
め
、
き
わ
め
て
多
忙
を
極
め
た

一
八
六
七
(
慶
応
己
年
、
大
沢
一
四
歳
の
時
、
大

垣
屋
請
負
の
彦
根
藩
の
六
角
通
大
宮
西
入
ル
下
宿
所

な
る
某
寺
で
賄
方
帳
場
役
を
勤
め
て
い
る
。
し
か

し
、
翌
年
一
月
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
始
ま
る
戊
辰
戦

争
が
勃
発
し
、
大
垣
屋
は
会
津
藩
用
達
で
あ
っ
た
た

め
主
人
清
八
は
逃
走
し
、
家
業
は
壊
滅
す
る
。
そ
の

た
め
大
沢
は
、
大
垣
屋
に
勤
め
る
こ
と
を
辞
め
て
、

堀
川
出
水
角
米
穀
商
松
村
屋
重
兵
衛
に
丁
稚
奉
公
に

入
っ
た
。
こ
の
頃
は
藤
助
と
呼
ぱ
れ
九
。
そ
し
て
そ

れ
か
ら
二
年
後
の
一
八
七
0
 
(
明
治
三
)
年
、
本
家

大
垣
屋
に
相
続
人
が
な
か
っ
た
九
め
、
松
村
屋
よ
り

暇
を
取
り
、
大
垣
屋
清
八
の
養
子
に
な
っ
て
V
る

こ
の
時
清
八
と
改
名
し
て
い
る
。
な
船
、
維
新
に
ょ

り
苗
字
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
九
の
で
、
大
沢
清
八

と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
、
三
月
五
日

石
橋
定
助
の
娘
で
あ
り
、
大
沢
家
の
養
女
で

あ
っ
九
み
つ
と
結
婚
し
て
い
る
。
し
か
し
、

翌
年
八
月
に
は
大
沢
家
を
脱
走
す
る
。
維
新

以
来
大
沢
家
に
は
定
ま
っ
た
職
業
が
な
く
、

知
人
と
共
同
で
行
な
っ
た
白
米
小
売
の
商
売

が
失
敗
し
、
そ
の
こ
と
に
ょ
り
養
父
と
の
関

係
が
悪
化
し
九
た
め
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

竹
屋
町
寺
町
西
入
ル
に
借
宅
し
、
白
米
商
を

開
き
独
立
し
て
営
業
を
開
始
す
る
。
し
か

か
幻

し
、
こ
の
商
売
、
米
相
場
に
手
を
出
し
九
こ

右
W

と
に
ょ
り
失
敗
に
失
敗
を
重
ね
、
つ
ぃ
に
閉

店
に
至
り
、
転
居
し
て
米
相
場
師
を
本
業
と
す
る
よ

う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
も
失
敗
し
、
別
定
助
の

家
に
同
居
し
て
生
魚
商
を
始
め
九
。
こ
の
頃
名
を
善

助
と
改
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
魚
の
行
商
の
か
九
わ

ら
、
山
本
覚
馬
の
家
で
草
鞁
は
き
の
儘
縁
側
や
台
所

で
山
本
が
京
都
の
名
家
の
子
弟
に
講
義
す
る
の
を
傾

聴
し
た
ら
し
い
。
こ
の
時
の
山
本
の
門
弟
が
、
後
に

交
遊
を
深
め
る
田
中
源
太
郎
、
浜
岡
光
哲
雨
森
菊

太
郎
、
中
村
栄
助
、
垂
水
新
太
郎
な
ど
で
あ
る

一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
一
月
、
善
助
は
、
養
母

ぬ
い
の
尽
力
な
ど
に
ょ
り
再
び
大
沢
家
に
復
帰
し
相

続
人
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
復
帰
は
別
居
し
て
営

業
を
な
す
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
た
め
、
寺
町
丸
太

町
下
ル
下
御
霊
前
町
に
借
宅
し
、
大
沢
家
よ
り
資
金

援
助
を
受
け
て
再
び
白
米
小
売
商
を
開
始
し
た
同

じ
年
、
寺
町
丸
太
町
上
ル
に
同
志
社
英
学
校
が
開
設

さ
れ
る
。
こ
の
時
、
近
所
で
あ
っ
た
九
め
英
学
校
の

米
は
一
切
大
沢
か
ら
買
い
、
大
沢
自
身
米
を
担
い
で

英
学
校
に
運
ん
だ
。
こ
の
こ
七
か
大
沢
の
大
転
機
に

な
る
0
 
大
沢
と
新
島
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
大
沢
と

キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
で
あ
る
。

らみっ,善助,了息徳太郎,徳太郎妥幸恵0
正1の年。
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キ
リ
ス
ト
教
へ
の
入
信
と
同
志
社
へ
の
関
与

大
沢
は
、
白
米
商
と
し
て
同
志
社
英
学
校
に
出
入

り
す
る
中
で
、
新
島
の
キ
リ
ス
ト
教
の
説
教
を
聞

き
、
信
仰
の
道
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
時
を

船
い
て
妻
、
そ
し
て
養
父
母
も
信
者
に
な
る
。
当

時
、
商
売
人
、
し
か
も
一
家
揃
っ
て
信
者
と
な
る
と

い
う
事
は
き
わ
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

養
父
清
八
が
估
仰
の
道
に
入
る
に
あ
た
っ
て
は
逸

話
が
あ
る
。
清
八
は
毎
年
金
比
羅
参
詣
を
欠
か
さ
な

い
ほ
ど
忠
な
金
比
羅
大
権
現
の
信
者
で
あ
っ
た
。

清
八
を
キ
リ
ス
ト
教
に
導
く
こ
と
は
至
難
の
こ
と
に

思
わ
れ
九
。
当
時
信
者
の
集
ま
り
は
新
島
の
家
で
開

か
れ
た
が
、
善
助
は
そ
の
席
に
同
道
を
勧
め
、
漸
く

出
席
さ
せ
た
。
養
父
母
の
同
席
は
新
島
羚
よ
び
デ
ィ

ヴ
ィ
ス
夫
妻
を
大
変
喜
ば
せ
、
当
時
目
が
不
自
由
に

な
っ
て
い
た
清
八
に
デ
ィ
ヴ
'
ス
夫
人
が
手
を
と
っ

て
椅
子
に
座
ら
せ
る
な
ど
、
非
常
に
親
切
な
も
て
な

し
を
し
九
。
こ
の
こ
と
は
清
八
を
感
動
さ
せ
、
新
島
の

説
教
を
喜
ん
で
朋
く
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
新
島
か

ら
養
父
母
共
に
洗
礼
を
受
け
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

大
沢
が
、
第
二
教
会
で
新
島
よ
り
洗
礼
を
受
け
る

の
が
一
八
七
七
(
明
治
一
0
)
年
三
月
で
あ
る
。
そ

の
後
一
八
七
九
年
に
第
二
教
会
(
現
在
の
平
安
教
会
)

の
教
会
維
持
の
必
要
性
か
ら
第
三
教
会
に
転
じ
て
い

る
。
妻
み
つ
も
一
ハ
ハ
ニ
(
明
治
一
五
)
年
第
一
教

会
で
や
は
り
新
島
よ
り
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

洗
礼
を
受
け
る
前
後
の
大
沢
は
、
米
商
か
ら
さ
ら

に
職
業
を
転
じ
て
、
古
道
具
商
を
主
な
商
い
に
す
る

よ
う
に
な
る
。
一
八
八
0
 
(
明
治
三
己
年
に
は
、

古
道
具
商
の
ほ
か
、
貿
易
品
押
絵
細
工
の
製
造
を
始

め
、
こ
の
事
業
は
成
功
し
き
わ
め
て
繁
忙
を
き
わ
め

六
し
か
も
、
翌
年
に
は
し
京
区
第
二
五
組
連
合
町

会
議
旦
つ
い
で
上
京
区
区
会
議
員
に
当
選
す
る
。

一
八
八
四
(
明
治
一
七
)
年
に
禁
都
市
部
選
出
の

府
会
議
員
に
当
選
す
る
。
翌
年
北
垣
国
道
京
都
府
知

事
の
政
治
生
命
を
か
け
た
大
事
業
琵
琶
湖
疏
水
工
事

の
開
始
に
あ
た
り
、
工
事
の
監
督
お
よ
び
当
局
の
諮

問
に
応
じ
る
事
を
目
的
に
区
会
議
員
中
よ
り
組
織
さ

れ
た
常
議
員
の
一
員
に
な
る
。
こ
の
年
に
は
京
都
商

工
会
議
所
の
議
員
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
沢

は
、
洗
礼
を
受
け
て
以
降
、
事
業
、
順
調
に
進
み
い

よ
い
よ
京
都
の
名
士
と
し
て
の
し
あ
が
っ
て
い
く
。

大
沢
は
同
志
社
の
経
営
に
も
参
画
す
る
よ
う
に
な

る
。
一
八
八
五
(
明
治
一
八
)
年
、
同
志
社
女
学
校

に
は
大
変
な
問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
外
国
人

宣
教
師
と
日
本
人
教
師
の
対
立
に
ょ
る
廃
校
騒
ぎ
で

あ
る
。
大
沢
は
、
幹
事
中
島
末
治
ら
と
と
も
に
再
開

と
経
営
維
持
に
鷲
鬪
し
た
。
大
沢
の
一
冨
を
聞
こ
う
。

こ
の
頃
の
同
志
社
女
学
校
の
生
徒
は
僅
に
五
六

十
名
で
あ
っ
て
、
其
の
内
、
宣
教
師
の
補
助
を
受

け
て
中
活
を
し
て
居
る
生
徒
も
あ
っ
て
、
随
分
其

維
持
は
困
難
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
第
一
に
同

志
社
女
学
校
の
経
営
を
引
き
受
け
て
行
く
責
任
者

の
無
い
事
が
最
も
大
な
る
欠
陥
で
あ
っ
た
。
そ
れ

故
継
続
を
し
よ
う
と
思
へ
ぱ
、
誰
か
責
任
者
を
作

ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
九
教
育
上
の
責
任
を

メ

丹精のW顔に楽しむ大舮
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負
ふ
人
は
有
っ
た
が
経
済
上
の
責
任
を
負
ふ
て
同

志
社
女
学
校
を
維
持
し
て
行
く
人
は
な
か
っ
九
。

そ
こ
で
私
に
是
非
責
任
を
負
ふ
て
や
っ
て
呉
れ
と

の
事
で
あ
っ
た
、
こ
の
場
合
や
む
を
得
な
い
事
と

し
て
明
治
十
九
年
幹
事
に
就
職
し
て
そ
れ
以
来
経

営
の
任
に
当
っ
た
。
こ
の
時
月
給
二
十
五
円
を
受

け
て
日
勤
し
た
。
幸
ひ
そ
の
後
生
徒
も
次
第
に
増

加
し
て
百
名
以
上
に
な
っ
て
来
九
か
ら
、
階
下
を

教
室
に
階
上
を
講
堂
と
す
る
一
棟
を
建
築
し
又
予

備
科
の
生
徒
を
入
れ
る
た
め
に
二
階
建
を
一
棟
増

築
し
た
。
こ
こ
に
新
入
生
を
入
れ
一
両
年
で
経
済

が
も
て
る
様
に
な
っ
た
か
ら
、
こ
、
で
中
島
末
治

氏
を
校
長
に
依
頼
し
て
万
事
の
責
任
を
持
た
せ
私

は
元
の
一
商
人
に
な
っ
た
、
時
に
三
十
四
歳
で
あ

つ
こ
0

大
沢
が
幹
事
を
辞
め
る
の
は
一
八
九
0
 
(
明
治
二

三
)
年
九
月
で
あ
る
が
、
大
沢
の
奮
闘
は
き
わ
め
て

印
象
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
当
時
の
同
志
社
女
学
校

の
生
徒
で
あ
っ
光
深
田
照
と
田
中
竹
は
後
年
次
の
ビ

と
く
回
想
し
て
い
る
0

同
志
社
は
其
後
、
大
沢
善
次
郎
氏
が
幹
事
に
就

職
さ
れ
て
か
ら
一
大
改
革
に
逢
ひ
、
舎
生
一
同
は

其
良
政
を
深
く
喜
び
ま
し
た
。
同
氏
は
荒
れ
果
て

た
る
藪
地
を
利
用
し
て
沢
山
の
鶏
を
飼
育
し
、
其

玉
十
を
生
徒
の
食
事
の
料
と
せ
ら
れ
た
事
等
は
、

誠
に
感
謝
に
堪
へ
無
い
事
で
あ
り
ま
し
た
。

(
深
胆

大
沢
善
助
氏
は
京
都
の
立
派
な
紳
士
で
あ
り
な

が
ら
、
同
志
社
の
為
に
非
常
に
尽
力
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
氏
の
行
為
に
依
て
良
感
化
を
受
け
奈

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
其
美
譚
の
一
例
と
し
て
は
、

金
曜
日
の
祈
禧
会
に
全
生
徒
が
教
会
堂
に
行
き
帰

り
の
送
り
迎
へ
を
悦
こ
ん
で
せ
ら
れ
、
又
、
当
時

淀
川
の
運
河
工
亊
中
で
あ
り
ま
し
た
、
出
来
上
が

れ
ぱ
勿
論
あ
な
九
方
を
什
て
そ
と
を
通
て
見
ま
す

か
、
其
工
事
を
見
る
事
、
亦
一
つ
の
学
問
で
あ
る

.
)
、

か
ら
と
言
は
れ
、
自
身
案
内
せ
ら
れ
て
私
共
に
工

事
の
模
様
を
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
誠
に
氏
の

尊
い
精
神
に
感
謝
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。

(
田
中
)

大
沢
は
、
紺
の
前
垂
れ
掛
け
で
活
動
し
、
朝
会
に

お
け
る
講
話
も
行
な
っ
九
が
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
現

実
に
即
し
た
内
容
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
話
し

上
手
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
比
喩
が
適
切
で
具
体
的

で
あ
っ
た
0
 
多
く
の
人
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
理
屈
家
で
は
な
く
実
際
家
」
で
あ
り
、
胆
力
に
富

み
、
果
断
決
行
の
人
で
あ
っ
た
。
し
か
も
き
わ
め
て

勤
勉
で
あ
っ
た
。
様
々
な
職
業
を
遍
歴
し
、
様
々
な

苦
難
を
み
ず
か
ら
の
創
秘
よ
っ
て
乗
り
切
っ
て
き

た
大
沢
は
、
同
志
社
女
学
校
も
経
営
的
に
見
事
に
立

ち
直
ら
す
の
で
あ
る
。

一
ハ
ハ
ハ
(
明
治
三
)
年
、
大
沢
は
新
島
の
依

頼
を
受
け
て
同
志
社
社
員
と
な
っ
た
。
一
八
九
九

(
明
治
三
一
)
年
同
志
社
社
員
会
が
理
事
会
と
改
称

さ
れ
た
時
理
事
に
も
就
任
し
、
一
九
0
七
(
明
治
四

0
)
年
に
は
息
子
徳
太
郎
が
大
沢
に
代
わ
っ
て
理
事

に
就
任
し
た
。
一
九
二
五
(
大
正
一
四
)
年
、
同
志

社
に
評
議
員
制
が
設
け
ら
れ
た
時
、
大
沢
は
評
議
員

に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
九
、
一
九
二
五
(
大
正
一

四
)
年
、
同
志
社
女
学
校
が
生
徒
数
の
増
加
と
共
に
寄

宿
舎
に
不
足
を
来
し
突
め
、
六
0
人
を
収
容
し
得

る
寄
宿
企
旦
棟
(
大
沢
寮
)
を
同
校
内
に
建
築
し
寄

付
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
沢
は
、
同
志
社
を

主
に
経
営
の
面
で
支
え
続
け
九
。
新
島
八
重
が
、

「
同
志
社
の
恩
人
」
「
同
志
社
な
り
同
志
社
女
学
校
が

今
日
の
大
を
な
し
た
の
は
全
く
大
沢
さ
ん
が
陰
に
陽

に
努
力
さ
れ
ま
し
九
に
ょ
る
も
の
」
と
い
う
の
も
、

決
し
て
み
び
い
き
な
表
現
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ

う
0

大
沢
は
教
会
の
発
展
の
九
め
に
も
生
涯
尽
力
し
続

け
た
。
大
沢
は
、
日
本
組
合
教
会
伝
道
会
社
の
事
務

所
が
一
八
九
七
年
京
都
よ
り
大
阪
に
移
る
ま
で
、
一
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1

日
の
朝
会
は
毎
週
ほ
と
ん
ど
欠
か
す
こ
と
が
な
か
っ

九
と
い
う
。
平
安
教
会
に
と
っ
て
大
沢
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

,

0
年
問
会
計
を
勤
め
た
。
ま
た
、
大
沢
は
自
己
が
所

属
し
た
平
安
教
会
の
役
員
を
一
貫
し
て
続
け
た
。
一

八
九
0
年
前
後
は
日
曜
学
校
長
を
、
そ
の
ほ
か
評
議

員
、
財
産
管
理
者
、
執
事
を
勤
め
、
他
執
事
は
、

大
正
初
期
か
ら
死
去
す
る
ま
で
勤
め
九
。
一
九
一
八

年
か
ら
敗
戦
時
ま
で
平
安
教
会
牧
師
を
効
め
た
山
口

金
作
に
ょ
れ
ぱ
、
大
沢
は
金
曜
日
の
祈
禧
会
と
日
曜

宗

電
気
業
界
の
先
覚
者

大
沢
が
名
実
共
に
京
都
の
大
実
業
家
に
な
っ
て
い

く
契
機
は
、
一
八
九
二
(
明
治
二
五
)
年
一
月
田
中

源
太
郎
の
勧
説
に
ょ
り
京
都
電
燈
会
社
(
一
八
八
七

年
創
立
)
の
社
長
に
就
任
し
て
以
降
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
、
大
沢
は
、
一
八
九
0
 
(
明
治
三
己

年
に
京
都
時
計
製
造
会
社
を
設
立
し
社
長
と
な
り
、

翌
年
琵
琶
湖
疏
水
に
ょ
っ
て
生
じ
た
電
力
を
使
用
し

時
計
製
造
を
始
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
、
士
方
請

負
業
者
に
資
金
貸
与
し
、
折
か
ら
の
濃
尾
大
地
震
の

混
乱
の
た
め
全
く
余
財
が
な
く
な
る
ほ
ど
の
損
害
を

受
け
る
。
こ
の
時
田
中
が
頭
取
を
つ
と
め
る
京
都
商

工
銀
行
か
ら
多
額
の
資
金
融
通
を
受
け
る
。
田
中
は

ま
た
自
ら
が
創
立
委
員
長
を
勤
め
当
時
成
績
が
芳
し

く
な
か
っ
た
京
都
電
燈
会
社
の
取
締
役
に
大
沢
を
推

薦
し
、
こ
の
結
果
大
沢
は
取
締
役
、
つ
い
で
社
長
に

な
っ
た
。
大
沢
は
入
社
の
目
的
を
「
第
一
の
目
的
は

北
坦
府
知
亊
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
完
成
さ
れ
た
疏

水
工
事
の
発
展
を
計
る
為
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る

゛
、
、

か
、
水
力
電
気
を
使
用
し
、
電
気
方
式
を
改
め
る
な

ど
経
営
の
才
を
全
面
的
に
発
揮
し
、
京
都
電
燈
会
社

の
事
業
を
拡
大
し
大
会
社
に
仕
立
て
て
い
く
の
で
あ

る
0

結
局
の
と
こ
ろ
大
沢
の
人
生
に
と
っ
て
影
饗
を
受

け
た
人
物
を
挙
げ
れ
ぱ
、
多
数
の
人
物
の
中
で
特
に

新
島
、
田
中
、
北
垣
で
あ
ろ
う
。
田
中
と
大
沢
は
、

一
八
八
九
(
明
治
二
二
)
年
二
月
、
明
治
十
年
代
自

由
民
権
運
動
の
再
興
姦
図
す
る
大
同
団
結
運
動
に

対
抗
し
て
、
実
利
主
義
的
立
場
か
ら
京
都
府
下
人
心

の
政
治
的
組
織
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ

九
京
都
公
民
会
の
中
心
メ
ソ
バ
ー
で
あ
っ
た
。
他
の

中
心
メ
ソ
バ
ー
に
浜
岡
光
哲
、
雨
森
菊
太
郎
、
内
貴

甚
三
郎
ら
が
い
た
。
公
民
会
は
京
都
府
政
界
で
は
、

明
確
に
当
時
の
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
の
与
党
で
あ

つ
た
。
こ
の
公
民
会
の
中
心
メ
ソ
バ
ー
の
人
々
、
特

に
田
中
、
浜
岡
、
内
貴
は
、
明
治
十
年
代
後
半
か
ら

二
十
年
代
初
頭
の
企
業
勃
興
時
に
田
中
が
頭
取
を
勤

め
た
京
都
商
工
銀
行
(
一
八
八
六
年
創
立
)
を
金
融

の
核
と
し
て
、
北
垣
京
都
府
知
事
か
ら
陰
に
陽
に
支

援
を
受
け
、
京
都
織
物
会
社
、
京
都
電
燈
会
社
、
京

都
倉
庫
会
社
、
関
西
貿
易
会
社
な
ど
を
創
設
さ
せ
、

そ
の
経
営
に
当
た
る
。
そ
し
て
前
述
し
た
如
く
、
大

沢
は
、
京
都
電
燈
会
社
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
数
年
を
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経
て
経
営
に
当
た
る
。
大
沢
は
上
記
の
人
脈
の
中
で

互
い
に
支
援
し
、
支
援
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ
た
。

京
都
電
燈
会
社
社
長
就
任
後
、
大
沢
の
活
躍
は
顕

著
で
あ
る
。
果
断
な
実
行
力
、
勤
勉
に
裏
付
け
ら
れ

た
卓
抜
な
経
営
の
才
は
電
力
需
要
の
年
を
追
っ
て
の

拡
大
と
い
う
状
況
に
も
支
え
ら
れ
て
遺
憾
な
く
発
揮

さ
れ
る
。
京
都
電
燈
会
社
で
は
、
一
九
二
七
(
昭
和

二
)
年
ま
で
の
三
七
年
間
社
長
を
つ
と
め
、
大
津
や

福
井
に
支
社
を
置
く
な
ど
そ
の
経
営
を
成
功
に
導

く
。
こ
の
問
、
多
く
の
会
社
の
創
設
に
参
加
し
、
ま

た
そ
の
役
員
に
な
る
。
た
と
え
ぱ
一
八
九
三
年
神
戸

赤
心
株
式
会
社
取
締
役
、
一
八
九
四
年
京
都
電
気
鉄

道
株
式
会
社
取
締
役
、
一
八
九
五
年
名
古
屋
電
気
鉄

道
株
式
会
社
取
締
役
、
一
八
九
九
年
京
都
陶
器
株
式

会
社
取
締
役
、
一
九
0
一
年
釜
山
電
燈
株
式
会
社
取

締
役
、
一
九
一
0
年
京
都
電
気
鉄
道
株
式
会
社
社

長
、
一
九
一
九
年
日
本
水
力
電
気
株
式
会
社
取
締

役
、
一
九
二
0
年
大
同
電
力
株
式
会
社
取
締
役
な
ど

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
沢
は
電
気
事
業
界
を
中

心
に
確
た
る
位
置
を
築
い
て
い
っ
九
。
ま
た
、
時
計

製
造
か
ら
始
ま
っ
た
大
沢
の
個
人
経
営
は
、
一
八
九

六
年
三
条
小
橋
に
新
店
舗
を
開
設
し
、
様
々
な
輸
入

商
品
を
幅
広
く
扱
う
よ
う
に
な
り
、
大
沢
商
会
の
基

礎
が
で
き
上
が
る
。
そ
し
て
、
東
京
・
大
阪
・
神

戸
.
香
港
・
、
ソ
ド
ニ
ー
に
支
店
を
持
っ
に
至
る
。
こ

れ
ら
は
後
に
長
男
徳
太
郎
に
受
け
継
が
れ
る
。

公
職
と
し
て
は
、
市
会
議
員
が
一
八
八
九
(
明
治

三
一
)
年
か
ら
三
年
問
、
府
会
議
旦
か
一
八
八
四

(
明
治
一
七
)
年
か
ら
一
九
0
三
(
明
治
一
三
◇
年
ま

で
一
九
年
間
、
そ
の
間
市
部
会
議
長
、
府
会
議
長
も

勤
め
た
。
ま
九
、
京
都
商
業
会
議
所
の
副
会
頭
も
勤

舮

、

め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
大
正
期
に
は
京
都
感
化
保

護
院
理
事
長
を
つ
と
め
る
な
ど
免
囚
保
護
事
業
に
も

尽
力
す
る
。
大
沢
に
と
っ
て
生
涯
二
度
の
「
脊
禍
事

件
」
、
す
な
わ
ち
一
九
三
(
明
治
四
四
)
年
の
当
時

社
長
を
勤
め
て
い
九
京
都
電
気
鉄
道
株
式
会
社
の
通

行
税
脱
税
事
件
、
一
九
一
八
(
大
正
七
)
年
の
市
長

選
挙
に
絡
ん
で
多
く
の
市
会
議
員
と
共
に
連
座
し
九

漉
職
事
件
に
ょ
り
収
監
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
起
こ

る
が
、
そ
れ
ら
が
直
接
に
私
利
を
目
的
に
し
九
も
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
沢
の
名
声
を
大
き

く
落
す
事
に
は
な
ら
な
か
っ
九
。
一
九
三
四
(
昭
和

九
)
年
一
 
0
月
一
 
0
日
没
。
ク
ラ
ー
ク
館
北
東
の
旧

厚
生
館
は
、
左
京
区
田
中
関
田
町
に
あ
っ
九
大
沢
の

別
邸
を
、
一
九
四
一
(
昭
和
二
◇
年
当
時
理
事
で

あ
っ
た
子
息
徳
太
郎
が
寄
付
し
九
も
の
で
あ
る
。

大
沢
に
つ
い
て
は
、
自
身
の
回
顧
録
と
し
て
『
回

顧
七
十
五
年
』
が
あ
り
、
同
じ
く
一
九
二
九
年
に
大

沢
善
助
翁
功
績
記
念
会
か
ら
『
大
沢
善
助
翁
』
と
い

う
大
部
な
伝
記
が
非
売
品
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い

る
0

一ケ
"

、
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